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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
規格値「平均値」及び「個々の計測値」については、令和４年度業務において、７箇所のため池堤体工事で
面的に取得した点群データを用いて規格値（案）として算出しています。
「平均値」は参考文献を基にして求めていますが、「個々の規格値」は出来形評価結果より求めます。
そのため、算出した「個々の規格値」を参考値として、出来形計測を実施しています。

法面の規格値（平均値）-110mmの算出方法は、次のとおりです。

●法面の規格値（平均値）＝-100-50/ｘ（mm）

ここで、１割５分勾配の時-130ｍｍ、３割勾配の時-110mmとなり、最も安全側で管理するため-110mmを適用しています。

遮水性ゾーンは、施工の実態として、盛土高１ｍごとに面管理は実施しない（と考えられる）ため、検討の対象外としました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本資料７ページにあるとおり、坂本皿池は制波工（法面保護のための張ブロック工）を施工する前の段階で、
過掘りになっている状況でした。
（最終的には基礎砕石等で高さを調整するため、断面不足になるようなことはないはずです）

そのため、規格値を超えています。


1 HARSAUMEE (zHiteiEsIis) IBY SRR

RAHE® 1 BERDHE/\T—>(CLBiRE

(1) ®_EAB

ETERDRBEMNEZ3/I\T—> (ODEERAETACEU EIHGE. QFLEICEERANRE TR0
ﬁm\@ﬁﬁhﬁﬁEw%%ﬁﬁtéTﬁﬁmt?5%é)amb\@m%rw@*gﬁﬁ%
11O 7,

IRAFMWICH T DHEA A—S

O ETRICE TGS QREPECEERNMNFRE TS RVNGE OB RRMIERZMNIITTHES
(2) HEtiER
BRIERDLAXY DEZE (FHIE) (m) BEERDAZDEE (EXHETFHE) (m)
%, tﬁﬂ{ﬂ?i’r;ﬁlﬂ: ﬁﬁﬁ[:%&ﬁ EWERE % t!iﬂ{ﬁ?itﬁlll: Eﬂiﬁ[:%&ﬁA ﬁﬁﬁIEfEE
HLIEE TERVES fT+1=1m8& £ LT-EE TELWVES ft+1=35&
At 0.006 0.005 — EHith 0.001 0.011 -
IR A jth 0.003 0.003 0.124 A m 0.003 0.013 0.112
K¥tepith K¥tehith



U1 HARSADHERE (J2oHithisieIiR) IBY SRR
BREIRE® : FERDHE/\Y—>(CKBiRE

(3) REAERERFTFRTHA RS NADREHAE

REFRICHENT, TOHREZEHAIICECEHE] & TQRPACEERMFEE TETIRVES] T
(E. ZIEICHI0.01mDEBENESR CE 2N HREZFTHRIDBER (0.05m) THD. FHAKBE(C
BN EEZZ BND, RITHA RS> TE [FHANRSEERZ2EIT DL D(C. IMIEER
& U CmzXEoNFR(C100mENDRIR ERD L DICRET D EEBIC, MARRERE U TXim
FE200mEIRIZEEZHRZ(CRET D, | LUTHD., RAZBEIDILELEBICRIMICHKET D
CENEFNDEH. RITESDDEFHLET D,

—73. [OMIEEHRMESRZMITIEHE] CTERENRSNIZ, RITHA RS2 TIE [HX
SMIEZBEETAICEDFE (RTK. Ry NIJ—DEIRTK, PPK. BEIERETS ¥F) ZHATD
mald. BERDREIERLETDICLENTED, | LLTWVWBIEH. BITESDLETD,

(IR17) BRI RMOERDA RS1 > HREEERE £ 6E fcsHiticET
L (7)) BEE=R i
SR SREEETIE T BLD (. IMIEES & U TIREXIEIME(C100mILADRIFRE & 7D |
KDICERETDELEBIC, FAEERE U TXRIn LIC200mEREEZBRICHET D. /& i
' H. SfM (Structure from Motion) OFAHICHWTHASHUEZEEZTH TEDFE '
. (RTK, v hDJ—2BIRTK, PPK, BHENERETS %) #HAT I HEE. EESDHEL
ERETDIENTED,

(RER)
ZEIL

1
1
1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1
: @
_________________________________________________________________________________________________________________________________


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
UAV空中写真測量では、工事基準点と関連付けるために標定点を設置しますが、設置する標定点の計測精度は
関連付ける工事基準点と同等の４級基準点及び３級基準点以上の精度が必要となります。

一方、位置情報補正器は、GNSSを受信し、それを基にしてカメラ位置（撮影位置）を取得するものです。

坂本皿池の工事基準点をGNSS測量機（ネットワーク型RTK法）で点検したところ、0.10m程度の座標較差が確認されました。
位置情報補正器は、GNSSを用いた機器のため、本来は精度が高いものです。
よって、座標較差が生じた原因は、現地に設置されている工事基準点がズレた（移動した）ものではないかと想定しています。
（ズレた原因は不明ですが、地震の影響などが考えられます）

念のため、大村中池又は桜池でも標定点の設置パターンによる検討を行い、位置情報補正器の精度確認を行う予定です。

なお、現行ガイドラインで「カメラ位置を直接計測できる手法を併用する場合は、標定点の設置は任意とすることができる。」と
記載しているのは、上に記載したとおり、GNSSを受信しカメラ位置を直接計測できる手法は「精度が高い」ものであり、
標定点の設置が必ずしも必要ではないためです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現⾏のガイドラインにおいて、⼟⼯については施⼯規模1,000m3以上を対象としており1,000m3未満の規定がないことから、小規模土工編として、ガイドラインへの追記を検討しているもの。

（２）では、３次元出来形管理技術の適用範囲を示している。
施工規模1,000m3未満については、国交省と同様としている。
「掘削（小規模）」は、農水省の土地改良工事数量算出要領に示されている区分であるが、３次元計測出来形管理技術の適用範囲は、施工規模1,000m3未満と同様としている。

断面管理と面管理の双方を示しているが、小規模という観点から、国交省と同様に「標準的な管理手法は断面管理」としている。

モバイル端末について、現行ガイドラインでは、土工（1,000m3以上）の断面管理に適用していたが、
小規模土工では、面管理についても適用するため、ガイドラインの実施編、出来形管理編等の該当箇所への追記を行う。

（参考）ガイドラインの主な修正箇所
実施編　
第2　情報化施工技術の種類と適用範囲　
１　３次元起工測量　→　モバイル端末を追記
４　３次元出来形管理等の施工管理　
　（１）適用技術　ケ　モバイル端末　→　モバイル端末利用時の留意事項を追記（作成中）
　（２）適用範囲　→　表４の備考に「単点計測技術を用いた断面管理を標準的な管理手法とするが、多点計測技術を用いた面管理についても利用可能とする」を追記
第4　施工計画編　→　「（６）モバイル端末を用いた出来形管理技術」を追記。
第6　起工測量　２　面管理の場合　→　「ク　モバイル端末」を追記
第10　岩線計測　２　面管理の場合　→　「キ　モバイル端末」を追記
第11　部分払い用出来高算出のための計測　２　面管理の場合　→　「（９）モバイル端末」を追記

出来形管理編
「第11章　小規模土工」を追記。「第1章　土工」の記述を準用。
第3　出来形管理技術別の機器要件、精度管理及び計測手順
　「２　TS（ノンプリズム方式）出来形管理技術（断面管理）」を追記（第1章　土工では面管理のみ適用だが、国交省に準拠して断面管理にも適用）
　「10　モバイル端末出来形管理技術（面管理）」を追記（計測性能、精度確認等の記述は「９　モバイル端末（断面管理）」を準用）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（３）に出来形管理基準及び規格値を示す。

断面管理については、土工編と同様に、土木施工管理基準に示す「直接測定による出来形管理」を適用する。

面管理についても、表で示すように、土工編と同じ値を用いる。
なお、国交省においても土工と小規模土工の規格値に違いはない。

（４）の機器要件、精度管理及び計測手順については、施工規模により異なるものではないことから、土工編と同様とする。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実証試験結果について示す。
栃木県の国営事業実施地区における排水路改修工事を対象として実施した。
既設の排水路を掘り下げて、断面を拡幅する工事となる。

断面管理においてはTS等光波方式、面管理においてはモバイル端末を用いて、出来形計測を実施した。

左下は断面管理におけるＴＳ等光波方式での計測状況、右上がモバイル端末での計測状況、右下が取得した点群を示している。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実証試験の結果のうち、断面管理の結果を示す。

D1にTS等光波方式での実測値、Ｄ2に施工業者による従来方式での実測値を示す。

実証試験での測定は、掘削直後に実施されたものではなかったため、状況に変化が生じている箇所があり、従来方式の実測値と大きく異なる箇所が生じた。

具体的な要因を右側に示す。

実証試験を行った本工事箇所は10月中旬から土工に着手しており、実証試験を実施した12月上旬には当該区間の掘削は完了していた。

また、本施工箇所は、既存排水路の改修にあたり、断面拡幅を行うものであるが、掘削面からの湧水が発生していることから、
現場内をドライアップするためにアンダードレン設置予定箇所を床掘して、湧水をキャッチしている。

基準高はセンターラインで計測しているが、湧水をキャッチするために掘り下げていることから、実証においては設計値との差が基準値を超えたものとなった。
他の計測箇所については、基準値内となっている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
小規模土工においては、先ほど示した断面管理を標準とする。
実証試験ではモバイル端末による面管理も実施したので参考として結果を示す。

モバイル端末により取得した点群より断面を作成し、３次元設計データとの比較を行った。
なお、前ページでも示したように、当該現場では掘削面上に湧水面があった箇所がある。
そうした箇所については、正確な測定ができない。

左上の図において黒で表示されている箇所は規格値と大きく異なる値となった箇所を示す。
左下の表に規格値と実測値を示しているが、平場、法面のいずれとも規格値を超えた箇所があった。

前述のように、実証試験での測定は、掘削直後に実施されたものではなかったため、法面の一部で崩れた箇所も確認された。
なお、本工事箇所は、ブロック積護岸（裏込め砕石あり）により仕上げるものであり、施工上の問題はない。

右側に、モバイル端末を用いる場合の留意点を示す。

モバイル端末では、iPadのLiDAR機能を用いている。
これはiPadから照射されるレーザー光により３次元点群データを取得するもの。

本検証現場では、掘削断面が大きく、高低差が4m程度あった。
このため、点群データを取得するために端末を上下に動かす必要が生じた。
このことにより、精度が劣化した可能性がある。

また、法肩において点群データの取得ができなかった箇所があった。
右下の図の赤丸内にグレーで表示されている箇所が点群が取得できなかった箇所。

掘削底面から上方に端末を向けて計測したデータと、法肩から下方へ端末を向けて計測したデータの合成が上手くできていなかった可能性がある。

ガイドラインには、こうした留意点についても記載することとしたい。
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